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令和３年６月策定 

令和７年４月一部改訂 

学校番号 ２６    

秋田県立矢島高等学校 中期ビジョン（５か年計画） 

Ⅰ 本校が目指す姿 

１ 学校の現状や課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校を取り巻く将来の状況の予測  

(1) 令和３年度 第七次秋田県高等学校総合整備計画後期計画開始（～令和７年度） 

令和４年度 新１年生より新高等学校学習指導要領開始 

令和６年度 矢島小中高連携校開始 

令和８年度 創立１００周年 

 

 (2)近隣３中学校（矢島中、鳥海中、由利中）の卒業予定者数の減少（※令和２年５月１日現在） 

 
                               

 
 
 
 
 
 
 
 
(3)矢島鳥海由利地区の少子高齢化の進展（※令和３年９月３０日現在、県平均は令和３年１０月１日現在） 

 
 
 
 

 

                現      状                 

(1) 大正１５年４月に矢島町立農業補習学校として創立、平成２８年に創立９０周年を迎えた伝統

校である。 

(2) 平成２１年度より由利本荘市立矢島中学校と校舎一体型中高連携校としてスタートし、中高連

携のパイオニア校としての役割を担っている。 

(3) 平成３０年度よりコミュニティ・スクールとして、地域や保護者との連携強化を図っている。 

(4) 募集定員６０名の普通高校であり、多様化する生徒の進路希望実現のため、２年次より未来探 

究・地域創造の２コースを設けている。 

(5) 「地域とともに歩む学校」として、地域と連携した様々な学習活動を実践している。 

(6) 令和６年度より由利本荘市立矢島小学校の移設により、小中高一体型校舎となった。 

 

                課      題                 

(1) 地域活性化に寄与できる魅力ある学校づくりと情報発信 

(2) コミュニティ・スクールによる学校と地域の連携強化 

(3) 小中高連携校による教育活動の推進 

年少人口(０～14 歳)  矢島 7.8%、鳥海 5.3%、由利 9.1%（県平均 ９．５％） 

老年人口(65 歳以上) 矢島 46.1%、鳥海 49.6%、由利 43.3%（県平均３８．１％） 

減少加速 

増加傾向 

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

矢島中 31 24 30 35 27 23 20 27

鳥海中 28 24 23 19 15 19 14 11

由利中 34 28 38 43 26 36 28 22

計 93 76 91 97 68 78 62 60



３ スクール・ポリシー  

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会の一員として幸せに生きる力の育成 

・自他を知り、社会を知ることで謙虚に学び続ける生徒 

・場面を把握し、マナーを守り、責任ある行動をとる生徒 

・他者を思いやる心をもち、共に学校行事や諸活動に取り組む生徒 

・明確な進路目標をもち、その実現に向け日々の努力を継続する生徒 

アドミッション・ポリシー（求める生徒像） 

・小規模校の特性をいかして、一人ひとりに寄り添った指導を行います。 

・自ら課題を設定し、解決できるような力を育成します。 

・授業や特別活動等を通じて、自己有用感を育み、総合的な人間力を高

めます。 

・２年次より未来探究コースと地域創造コースの２コースを設け、個々

の進路目標に対応した指導を行います。 

・総合的な探究の時間（鳥海探究）や課題研究等を通して、他者と協働

し、地域の人・文化・自然と関わる活動の充実を図ります。 

・小学校や中学校、地域と連携した学びの機会を通じて、社会性を育み

ます。 

・主体的に学び、他者との関わりの中で、共に成長しようとする 

姿勢をもつ生徒を育成します。 

・他者を思いやり、周囲と協力して行動できる生徒を育成します。 

・適切な判断力、公共心をもち、社会に貢献する生徒を育成します。 

・郷土の自然や文化を愛し、地域の課題を発見し、地域社会の担 

い手として未来を創造していく生徒を育成します。 

地域とともに生徒を育てるコミュニティ・スクール 

本県教育が目指す姿 

ふるさとを愛し、社会を支える自覚と高い志にあふれる人づくり 

 

 

学力向上 体験活動の充実  

小中高連携教育の推進 

カリキュラム・ポリシー（本校の学び） 

グラデュエーション・ポリシー（目指す生徒像） 



 

Ⅱ ５年間を通しての具体的目標と取組 

１ ５年間を通しての具体的目標  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 目標を達成するための具体的な方法、取組等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 生徒を伸ばすきめ細かな学習指導を推進します。 

(2) 挨拶の励行と心に響く生徒指導を推進し、退学者数ゼロを目指します。 

(3) 自己実現を図る進路指導を推進し、卒業時の進路決定率 100％を目指します。 

(4) 年複数回の研修会を行い、教師力を高めます。 

(5) 小中高連携教育を推進します。 

(6) 情報発信に努め、地域に根ざした活動の一層の充実を図ります。 

(7) コミュニティ・スクールとして、地域とともに生徒を育てます。 

 

 

生徒を伸ばすきめ細かな学習指導 

・授業３ヵ条（生徒と教師の授業ルール）の定着 

・授業のユニバーサルデザイン化 

・授業内での言語活動の充実と効果的な主発問の工夫 

・地域の特色を生かした体験学習の進展 

・生徒の思考力を伸ばす朝読書の活用 

挨拶の励行と心に響く生徒指導 

・明るい挨拶、さわやかな整容、規律正しい生活の励行 

・いじめ撲滅キャンペーンの実施 

・情報モラル教室の開催（互いの人権尊重と良好な関係づくり） 

・生徒の心に寄り添う個人面談・教育相談、生活アンケート年３回以上 

・道徳教育振り返りシートの活用 

自己実現に向けた進路指導 

・進路目標を明確にする個人面接や外部講師による講話等の充実 

・資格情報の発信及び資格取得対策、進学等の補習や個別指導の徹底 

・外部の学校関係者による面接指導の充実 

・キャリア・パスポートとキャリア教育ＣＡＮ ＤＯリストの活用 

教員の指導力を高める研修 

・日常的な互見授業の実施 

・生徒による授業評価の定期的な実施とフィードバック 

・教員研修会の充実 

小中高連携教育の推進 

・中高連携行事の充実(鳥海山登山、避難訓練他) 

・小学校の行事への参加及び日常的な中高の授業参観 

情報発信と地域の活性化の核づくり 

・地域の自然・歴史・文化を学ぶカリキュラムの充実（鳥海探究） 

・地域に密着したボランティア活動、地域主催行事への積極的な参加、学校行事の地域公開 

・地域産業への提案、協力（やしまブランディングプロジェクト等） 

・ホームページやＳＮＳでの情報発信の強化 

コミュニティ・スクール 

・学校運営協議会ＷＧでの協議の充実による地域連携の強化 

・矢島高校サポーターバンクの活用 


